別表第一号　原色信号の特性(第2条第2項関係)
(１)  三原色色度
原色信号は、CIE表色系(国際照明委員会において制定した平面座標による色彩の定量的表示法をいう。以下同じ。)において次に掲げるx及びyの値を有する赤、緑及び青を三原色とする。

x
y

赤
0.640
0.330

緑
0.300
0.600

青
0.150
0.060

(２)  基準白色
原色信号の各信号電圧は、CIE表色系において次に掲げるx及びyの値を有する白色の被写体に対して等しい値となるものとする。
x＝0.3127
y＝0.3290
(３)  ガンマ補正
原色信号は、次に掲げる光電変換特性によりガンマ補正(受像管の赤、緑及び青のそれぞれの発光輝度は、格子に印加されるそれぞれの信号電圧のガンマ乗に比例するので、被写体の輝度が正しく再現されるよう送信側において各信号電圧を近似的にそれぞれの値のガンマ分の1乗に補正することをいう。以下同じ。)するものとする。
被写体の相対輝度
電気信号レベル

1≧L≧0.018
1.099L0.45－0.099

0.018＞L≧0
4.500L

注
1　Lは、被写体の相対輝度(1≧L≧0)とする。
2　電気信号レベルは、最大値を1に規格化したレベルとする。
